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　1　まえがき

　家畜におけるサルモ‡うの分布に関しては同学の人々

によって作られた「動物の腸内細菌委員会」に依る綜含

的研究が昭和26年以来継続的に実施され，その成績は第

35コ口本獣医学会（昭和28年4月）以来逐次同学会にて委

員代表越智勇一等によって発表され，それらの講演要旨

も亦逐次日本鰍医学雑誌に発表されつつある。又昭和29

年度交部省綜合研究r家畜サルモネラ症の診断及予防」

中の一種の研究着膨として家畜サルモネラの分布が取り

　　　　　　　第1表

上げられ，その成績は文部省総合研究報告集録（昭和29

年度，農栄編）に報告されている。おれわれは前述した

両者の綜含研究の一環として主として茨城県土浦市周辺

地区の家畜のサルモ詠うを，従として腸内細菌叢を1953

年9月以来継続的に調査研究しているので11953年9月

から1955年6月までの調査成績を取りまとめて蜘こ報告

する。

II調査材料
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×の符号は遅延陽性を示す。

2ケの符号はその何れかである事を示す。
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JYEプ（差回学層サ碧憂憂目 第3号

　D　猫：家庭飼育の健康猫で探便俸によって採取され

た書ぼ珪易塁彗。

　2）　厚灰：主としてヒ滑ゾ罵場での食肉用脱内；穀1∬灰で，解体

後弓葺支さ牙tノ：こ遥穏易よりのl」“、’｛，及び慧勢鋒響漠1：棟巴｛窟。

　3）　無る：主として秀誉ダ巳の鼻誰で／騨醤4麦携函支された｛豫：羅鷺叉

　　　　　　　　舞52表　　　　　　　　i家　　畜　　甥　　1分

は㌻了膠；よりの糞，椀二艦ゑ卵巣及び休内遺残卵：貰。璃穿化後

約1蠣前後の雛の死因は明らかでないが，約30環以後の

雛の死囚は主として羅ケシ夢ウム病であったと考えてい

る。殺成鶏は1鋼でその剖検所見は腹腔内卵墜であっ

た。
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白坂・玉崎・本庄・久池井：サルモネラの分布に関する調査研究

　4）ア隠ル（啓h・ty）の卵：江戸崎地方で産卵された卵の

図化途・－戸において発育淳止♪叉は三三りとなったものの

卵黄（卵黄周囲の物質をも含みその旧約lcc）。発育停

止卵は卿化開始後24口！以内のもの（一般に無精卵は癬化

開始後3～4臼にて除去される）。死籠り卵は贈化開始後

25～28日ものである。

　1叢検索方法

　主として調査材料を液体増薦培地に培養後，分離培士世

に培養して細菊を分離する方法に従って菌分離を行った

即ち増薗：培地としては1力慶フ響ン培地又1よ普通ブイKン

を，分｝雛培地としてはク夢夢學一・培地，又はラソ霊ル培

地を適猿二使用し，必要：に応t⊃てサルモ寧夢0多緬撫満を

以って載せガラス上にての試験的凝集反応を実施した。

分離墓1に対してのその後の生化学的及び癒購学約検討は

常法に従った。その方法は簡記せば以下の様である。

　i）分離菊の性状検索の基準は第一表によった。

　　イ）Escherichia，　Klebslella，　Cloaca，　Hafn三aの何

　れの属にも同定し得ないがその性状ぽ何れかに甚だ近

　いもの，及び検索の都合上第一表に示すEscherlcheae

　の性状のみを検索したものはEschericheaeとした。

　　ロ）Providenc墨a，　Proteusの何れの属にも同定し

　得ないがその性状は何れかに甚だ近いもの及び検索の

　都砂上第一表．に示すProteaeの性状のみを検索した

　ものはProteaeとした。

　2）　サルモ・審うの1熊奪学的検：索即ちサ汐レモ審うの

Ty｝）eの決定及び分離薗の一・部のものの属名又は種名決

定は動物の腸内細菌委員会のセンターである農林省家畜

衛生試験場村獺信雄氏，坂韮跨利一氏の御協力御援助によ

るものである。

　亙V　成績及び考察

　分離し得たEschericheae，　Proteae，　Salmonellaは第

二表に示す通りである。

　D猫：家庭飼育猫6顕の直腸糞から蟄ル聾審嬰を分

離し得なかった。

　2）豚：屠場蟹殺豚233頭中の直腸糞152働腸間膜

淋巴節224例から愛ル・毛ぶラを分離し得なかった。然し1

頭の腸間膜淋巴節からArizona　1株を分離し得た。

　爾，仔豚6頭の直腸糞からも勢ルモ象騨を分離し揚な

かった。

　3）　鶏：1翅の成鶏の卵巣（腹腔内卵墜）から　Sai・

pullorumを分離し得た。30・V45田ひな86弱（xe．禽シジ

ウム病死と雛定される）からサルモ塞誉を分離し得なか

った。1～14日ひな（自然死）46羽の体丙遺残卵黄ラ直

腸糞，肝を検索材料としてその13弱からSal・thompson

を分離し得た：。

　4）アヒルの卵：鰐化途上のアヒル卵の発育停止・死

籠卵146箇から12株のSaL　enter三tidisを分離し得た。

このことはアヒル卵と入の食中毒との関語性，或はアヒ

ル卵の融化率とSaL　enteritidisとの関魎．性等を示唆す

るものであると考えている。

Summary

　Some　investigations　on　Sa｝mone｝ia　distribution　in　seve｝“ai　animal　species　an　tlie　x・v・estern

district　of　lbaraki　prefecture　were　performed　during　the　period　from　September　1953　to　May

1955．

　Data　are　suimmarized　as　follo“xs．

　｝．　We　covild　not　iso｝ate　Salmonella　organisms　from　rectum　contents　of　61　normal　cats．

2．　X’Ve　could　not　isolate　Salmonella　orga’nisras　from　yectum　contents　（152　sanaples）　and

mesentric　｝yraplk　nocles　（224　samples）　of　233　nonrnal　ptgs　which　x・ve｝”e　slaug，yhtered，　nor　from

rectum　contents　of　6　dead　young　plgs　which　were　3　naonths　old．　One　strcaLin　of　Arizona

organisms，　howerver，　was　isolatecl　frem　the　slaughtered　pigs．

　3）　feVe　cou］．d　iso｝ate　Salmonella　pvllorum．　from　the　heit’s　diseased　ovary，　aRd　13　strains　of

Sal．　thompson　from　46　dead　chicl〈s’　bodies　which　x・v・eye　l　twK　days　after　hatching，　but　net

Salmonel｝a　organisms　from　86　clead　chicks　which　were　30tw45　days　after　hatching．

　4）　NVe　could　isolate　｝2　strains　of　Salmonella　ente｝’itidis　from　146　clucks’　eggs　ln　iRcubater

which　proved　to　be　dead－germs　or　dead－in－shell－ducks．
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